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【特許請求の範囲】
【請求項１】
免疫疾患に関連する１種以上のタンパク質の細胞内レベルを変えるための、有効量のニト
ロキシド抗酸化剤を含む医薬組成物。
【請求項２】
免疫疾患関連タンパク質のレベルを増大させるための、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
前記免疫疾患関連タンパク質がグルココルチコイド誘発性ロイシンジッパーである、請求
項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
免疫疾患関連タンパク質のレベルを低下させるための、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
前記免疫疾患関連タンパク質がコラーゲンタイプ１Ａ１及び補体成分６からなる群から選
択される、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
前記ニトロキシド抗酸化剤が、４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン－１－オキシルである、請求項１～５のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項７】
前記免疫疾患が、グレーヴズ病、橋本甲状腺炎、自己免疫多腺性症候群、インスリン依存
性真性糖尿病、免疫介在性不妊症、自己免疫性アディソン病、尋常性天疱瘡、落葉状天疱
瘡、疱疹状皮膚炎、白斑、自己免疫性溶血性貧血、自己免疫性血小板減少性紫斑病、悪性
貧血、重症筋無力症、多発性硬化症、ギヤン－バレー症候群、スティッフマン症候群、急
性リウマチ熱、交感性眼炎、グッドパスチャー症候群、全身性エリトマトーデス、関節リ
ウマチ、全身性壊死性血管炎、ヴェーゲナー肉芽腫症、抗リン脂質症候群、シェーグレン
症候群、強皮症、加速された移植後動脈硬化、移植片対宿主疾患、クローン病、及び結核
からなる群から選択される、請求項１～６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
免疫疾患に関連する遺伝子の発現を変えることによって免疫疾患の進行を抑制するための
、免疫疾患に関連する遺伝子の発現を変えるために有効な量のニトロキシド抗酸化剤を含
む医薬組成物。
【請求項９】
前記免疫疾患に関連するタンパク質の発現が増大する、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
免疫疾患に関連する前記タンパク質が、グルココルチコイド誘導性ロイシンジッパーであ
る、請求項８又は９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
前記免疫疾患に関連するタンパク質の発現が低下する、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
免疫疾患に関連する前記タンパク質が、コラーゲンタイプ１Ａ１及び補体成分６からなる
群から選択される、請求項８又は１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
前記ニトロキシド抗酸化剤が４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－１－オキシルである、請求項８～１２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
前記疾患が、グレーヴズ病、橋本甲状腺炎、自己免疫多腺性症候群、インスリン依存性真
性糖尿病、免疫介在性不妊症、自己免疫性アディソン病、尋常性天疱瘡、落葉状天疱瘡、
疱疹状皮膚炎、白斑、自己免疫性溶血性貧血、自己免疫性血小板減少性紫斑病、悪性貧血
、重症筋無力症、多発性硬化症、ギヤン－バレー症候群、スティッフマン症候群、急性リ
ウマチ熱、交感性眼炎、グッドパスチャー症候群、全身性エリトマトーデス、関節リウマ
チ、全身性壊死性血管炎、ヴェーゲナー肉芽腫症、抗リン脂質症候群、シェーグレン症候
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群、強皮症、加速された移植後動脈硬化、移植片対宿主疾患、クローン病、及び結核から
なる群から選択される、請求項８～１３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
活性剤としてニトロキシド抗酸化剤を含む、マクロファージ活性を抑制することによって
免疫疾患を治療するための医薬組成物。
【請求項１６】
前記ニトロキシド抗酸化剤の量が、マクロファージ活性の抑制に関連する少なくとも１つ
のタンパク質の細胞内レベルを増大させるために有効な量である、請求項１５に記載の医
薬組成物。
【請求項１７】
マクロファージ活性の抑制に関連する前記タンパク質が、グルココルチコイド誘発性ロイ
シンジッパーである、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
膜攻撃性複合体の活性を抑制するために有効な量のニトロキシド抗酸化剤含む、膜攻撃性
複合体の活性を抑制するための医薬組成物。
【請求項１９】
前記膜攻撃性複合体の活性の抑制に関連する少なくとも１つのタンパク質の細胞内レベル
を低下させることによって、膜攻撃性複合体の活性を抑制する、請求項１８に記載の医薬
組成物。
【請求項２０】
マクロファージ活性の抑制に関連するタンパク質が補体成分６である、請求項１６に記載
の医薬組成物。
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